
近代スポーツでは，立った姿勢

で体を瞬時に移動させる場合，体

勢は安定させ足で地面やキャンバスマットを蹴る，と教え

られることがある．もちろん競技の種類や場面に応じて変

わるのであろうが，安定な姿勢を保ちながら移動する方が

無駄なエネルギーを消費せず効率的という．このため速く

移動しようとすると蹴る足の筋力を増やしたりパワーウエ

イトレシオを小さくしたりすることになる．一方で，最近，

古武術における「膝抜き」という技術が注目されている．足

が何かに引っかかったような不安定な体勢を作り，体が倒

れこむ力を利用して高速に移動する．自身の筋力以外に重

力を積極的に利用している．実はプロサッカー選手のよう

なトップアスリートらはこの「膝抜き」と同様の技術を使っ

ているとの指摘もあり，それほど特殊な技術ではないのか

もしれない．しかしパワー至上主義者の私は「不安定を利

用する」という発想と，それが身体操作法として体系化さ

れてることに感嘆した．

保健体育的運動学から数理科学に目を移すと，近年の二

足歩行のモデルでは，不安定な状態の繰り返しが安定な歩

行の実現の鍵だそうだ．ここでも「不安定な状態」が関与

しているのが面白い．不安定といえば，プラズマは不安定

性の宝庫である．核融合プラズマでは，我々は様々な不安

定性を押し込め，あるいは抑制してきたが，近年．２次的

不安定性を通じてプラズマが安定化する機構が知られてき

た．ここで発想を変え，核融合プラズマであえて不安定な

状態にすることで最終的に安定になるような「不安定の利

用」ができないだろうか，と何度も床を蹴りながら日々考

えを巡らしている． （稲垣 滋）
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